
陳情第14号 (平成27年 /2月 ′θ日受鋤

平成 27年/之 月/′ 日

平成 28年度における
「重度障害者医療費助成制度継続」についての陳情

大磯町議会議長 吉川 重雄 様

代表陳情者  足柄上郡中井町雑色 409

基抒鼈 優子③
陳情者  横浜市神奈川区台町1-8 、.I: .…

継嘉幕轟∬ちなり‖墓1彗|
会 長  前田好本 ‐ 1上■i:|

陳情の要旨                         ヽ

平成 28年度予算策定に際し、重度障害者医療費助成制度について、

障害児者が負担なく医療が受けられるよう陳情申し上げます。

2.陳情の理由
神奈川県は平成 20年に県要綱を変更し、医療窓口での一部自己負担金 (通院¥200/

1回、入院¥100/1日 )の導入と、年齢制限として 65歳以上で新たに障害者 となった

方の制度適用除外を各市町村に委譲されました。

大磯に於いても、平成 26年 4月 から所得制限、年齢制限が実施されました。。

私たち透析者は、国から高額療養費特例 3特定疾病療養受療者として、1ケ月の自己負

担限度額が 10,000円・上位所得者にあつては 20,000円 と負担軽減措置が図られていま

すが、年齢制限導入によって 65歳以上で透析を導入 し障害者 となり助成が受けられな

くなり、日常生活での経済的状況はは大変厳 しい事になってお ります。県内各市町村に

依っては、代わりに透析者は 「後期高齢者医療保険の 75歳から適用」を前倒 しで 「65

歳から適用」と言われてお りますが、透析以外の治療費は 1割～2割負担になる事もあ

り、治療に依っては金額的に高額な物もあり透析者には大変な負担になってお ります。

加えて、透析治療為の、月 13回往復の通院費や透析中の食事代 (月 平均 ¥6000～ 8000)

の自己負担があり、健康保険料、介護保険料などの支払いが年金から天引きもあります。

神奈川県及び市町村の財政が逼迫 した状況も理解 してお りますが、敢えて、私たち障害

児者・透析者の負担が少なく医療が受けられるよう、平成 28年度の予算策定を陳情申

し上げます。


